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編集後記
　生物はその進化の過程で、金属イオンを金属タンパク質として利用する巧妙なしく
みを獲得してきたのですね。近年、ライフサイエンス研究は分子・原子レベルでの謎
解きが進み、幅広い分野で人間社会を支えていくことが期待されています。慶應義塾
大学も、理工学、医学、薬学の各分野での最先端の研究により、その一翼を担ってい
ければと思います。古川先生の研究室では、たくさんの化学実験器具が並ぶ中、学生
の皆さんが真剣に研究に取り組んでいる姿がとても印象的でした。� （小林健治）
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　私は、金属タンパク質の構造・機能を
中心に、バクテリアの生態からヒト疾患
の発症メカニズムまで、比較的幅の広い
研究を行っていると自負しています。そ
のため、「何の研究をしているのです
か？」と聞かれたときには、相手の反応
を伺いながら異なる答えをします。今回
のインタビューでも、どの研究の話をし
ようかと迷いました。でも、「なぜ研究
をするのですか？」と問われれば、その
答えはただ一つ、「楽しいから」です。
　研究するということを、皆さんはどの
ように考えていますか？研究は難解なも
のなので、分かりにくいほど素晴らしい

といった印象を持っているかも知れませ
ん。確かに、研究の内容を理解するには
色々な下準備（勉強）が必要ですが、研
究すること自体を難しく考える必要は全
くありません。例えば、遊びの延長線上
にあるのが研究であると考えてみてはど
うでしょうか。
　子どもの頃に鬼ごっこをして遊んだこ
とを思い出してみてください。新しい隠
れ場所を探したり、鬼から逃げるために
突拍子もない方法を考えたりして楽し
かったでしょう？研究活動も全く同じで
す。新しいものを発見したい、みんなを
驚かせたい、そういった欲求が研究の原
動力です。どんなに小さな発見でも、最
初に発表した研究者だけが勝者となる
ことができます。だから、世界中の研究
者が虎視眈々と勝者の座を狙っています。
でも鬼ごっこと同じで、皆が本気だから
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こそ楽しい。
　そんなに楽しいはずなのに、研究者を
目指す学生が最近は少なくなったと、悲
鳴にも近い声をあちこちで聞きます。そ
の理由は色々でしょうが、インターネッ
トや SNS の普及に伴って、研究者のネ
ガティブな側面（不安定な雇用など）だ
けが流布していることは非常に残念です。
ネット社会なんて言葉すらなかった私の
時代には、身近にいる先輩や先生といっ
た生身の成功例からの情報しかなかった
ので、いわば「知らぬが仏」の状態で
躊躇することなく研究に没頭できました。
大企業への就職ばかりを目指すのでなく、
周囲の雑音は一度さておいて、実験・研
究に真剣に取り組んでみませんか。何事
も真剣に楽しめば人生はなんとかなりま
す。研究という「遊び」に本気で興じる
のも、意外と悪くないですよ。
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理 工 学 I n f o r m a t i o n

理工学部では、産業界や自治体と密接な連携研究体制を構築し、研究成果の社会還元と人材育成に取り組んでいます。
また、研究大学強化促進事業やスーパーグローバル大学創生支援事業により、研究体制の一層の強化を進めています。
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新川崎先端研究教育
連携スクエア（K2）
【先端分野の研究教育】
産官学が連携する拠点を形成

慶應義塾先端科学技術
研究センター（ＫＬＬ）
【連携研究支援・人材育成】
研究成果の社会還元

デザインセンター
マニュファクチュアリング
センター
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最先端の工作機械を整備
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大学・研究機関
創想館

慶應義塾イノベーション
ファウンダリー （ＫＩＦ）
【大型研究プロジェクト】
産業界との連携で推進
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【地域企業の実用化支援】
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